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大

陸
（
南

支
）

衛
生
兵
と
し
て

南
支
・
中
支
の
戦
闘

愛
知
県

木

村

利

行

大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
八
月
十
九
日
、
名
古
屋
生
ま

れ
の
名
古
屋
育
ち
、
父
母
、
男
兄
弟
五
人
、
七
人
家
族
の

長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
学
校
を
卒
業
し
て
印
刷
工
場
に

い
て
、
途
中
か
ら
三
菱
の
航
空
機
製
造
の
会
社
に
徴
用
に

な
っ
た
。
こ
の
工
場
は
、
戦
争
後
期
、
爆
撃
で
徹
底
的
と

い
う
程
の
被
害
を
受
け
て
い
る
。

徴
兵
検
査
は
、
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
六
月
頃
で

あ
っ
た
と
思
う
。
検
査
の
結
果
は
第
三
乙
種
で
、
後
に
第

二
乙
種
に
な
っ
た
。
私
は
、
航
空
機
製
造
に
従
事
し
て
い

た
た
め
か
召
集
令
状
を
貰
っ
て
か
ら
も
半
年
近
く
会
社
で

働
い
て
い
た
。
白
紙
召
集
で
あ
っ
た
か
ら
か
。
臨
時
（
充

員
召
集
で
は
な
く
）
召
集
で
は
な
く
、
教
育
召
集
令
状
で

あ
っ
た
。

当
時
、
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
に
大
東
亜
戦
争
が
勃

発
し
、
昭
和
十
七
年
一
月
、
三
菱
で
働
い
て
い
る
時
だ
っ

た
。
検
査
の
時
は
、
バ
ラ
バ
ラ
に
集
ま
っ
て
何
人
位
が
現

役
兵
（
甲
種
、
第
一
乙
種
）
だ
っ
た
か
は
勿
論
判
ら
な

か
っ
た
。
大
東
亜
戦
争
が
始
ま
っ
て
半
年
位
だ
が
、
教
育

召
集
令
状
を
持
っ
て
静
岡
の
歩
兵
第
三
十
四
連
隊
留
守
隊

へ
入
隊
し
た
。
第
三
乙
種
が
第
二
乙
種
に
昇
格
し
、
入
隊

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

兵
隊
と
し
て
の
歩
兵
教
育
は
受
け
た
が
、
一
期
の
検
閲
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と
い
う
の
は
無
か
っ
た
。
基
礎
的
教
育
を
受
け
た
後
、
静

岡
の
留
守
隊
か
ら
、
突
然
、
名
古
屋
陸
軍
病
院
に
行
く
こ

と
に
な
っ
て
、
衛
生
兵
の
教
育
を
受
け
た
。
そ
し
て
野
戦

へ
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。
た
し
か
、
昭
和
十
七
年
五
月
だ

と
思
う
。
衛
生
兵
教
育
を
受
け
た
者
は
四
十
人
位
い
た
と

思
う
。

戦
争
が
始
ま
っ
て
半
年
位
の
時
だ
っ
た
の
だ
が
、
即
日

帰
郷
に
よ
り
帰
っ
た
者
が
四
十
人
位
い
た
と
い
う
が
、
歓

呼
の
声
で
送
ら
れ
た
の
に
、
お
め
お
め
帰
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
人
の
こ
と
を
思
う
と
複
雑
な
気
持
ち
で
あ
っ
た
。

一
緒
に
入
隊
し
た
仲
間
は
随
分
い
た
が
、
今
は
、
名
古
屋

に
一
人
い
る
程
度
で
淋
し
い
か
ぎ
り
で
あ
る
。

内
地
出
発
は
広
島
か
ら
宇
品
で
乗
船
。
た
し
か
三
千
ト

ン
位
の
輸
送
船
だ
と
聞
い
て
い
る
。
着
い
た
所
は
、
南
支

那
広
東
の
港
黄
甫
で
あ
る
。
部
隊
は
第
百
四
師
団
（
鳳
兵

団
）
で
本
部
は
広
州
市
の
中
山
大
学
に
あ
り
、
そ
こ
の
患

者
収
容
隊
で
現
地
教
育
を
受
け
た
。

師
団
が
野
戦
病
院
を
開
設
し
た
の
だ
が
、
我
々
は
初
年

兵
（
そ
の
時
は
二
等
兵
で
、
教
育
中
に
一
等
兵
に
な
っ

た
）
だ
か
ら
、
雑
務
の
よ
う
な
も
の
の
手
伝
い
の
よ
う
な

こ
と
を
し
て
い
た
。
そ
れ
も
教
育
な
の
で
あ
っ
た
。

源
潭
墟
作
戦
と
い
う
戦
闘
に
参
加
し
た
が
、
何
し
ろ
初

め
て
の
こ
と
で
す
か
ら
戦
傷
者
が
随
分
出
た
。
初
陣
で
す

か
ら
、
そ
の
戦
傷
者
の
患
者
の
傷
口
の
大
き
い
の
に
び
っ

く
り
し
た
。
今
で
も
、
そ
の
時
の
戦
友
と
は
付
き
合
っ
て

い
る
。

口
の
中
に
弾
丸
が
通
っ
た
者
も
い
た
し
、
随
分
ひ
ど
い

者
も
い
た
。
包
帯
を
き
ち
っ
と
巻
い
て
、
上
等
兵
が
負
傷

者
に
ど
こ
の
中
隊
か
を
聞
く
。
治
療
を
し
て
い
る
う
ち

に
、
気
を
失
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
負
傷
者
も
い
る
。
盲
貫

銃
創
な
ど
、
軍
医
さ
ん
も
気
が
立
っ
て
い
る
た
め
か
、
患

者
さ
ん
を
気
強
く
さ
せ
る
た
め
か
、
怒
鳴
る
の
だ
。
私
な

ど
も
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
や
っ
て
き
た
。
こ
の
作
戦
は

初
め
て
の
こ
と
な
の
で
、
戦
闘
の
様
子
も
知
る
良
い
経
験

だ
っ
た
。

ま
た
、
作
戦
で
は
よ
く
歩
い
た
。
夜
も
寝
ず
に
、
眠
り

な
が
ら
歩
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
随
分
患
者
も
来
た
し
、
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暑
か
っ
た
。
手
当
を
し
後
方
に
送
る
の
だ
が
、
ど
の
位
死

ん
だ
か
判
ら
な
い
。
作
戦
中
、
戦
闘
は
前
線
で
や
っ
て
い

る
の
だ
が
、
周
囲
が
生
臭
い
と
い
う
か
、
酸
っ
ぱ
い
と
い

う
か
、
そ
ん
な
よ
う
な
感
じ
が
し
た
。
治
療
室
は
、
こ
ん

な
、
い
ろ
い
ろ
な
思
い
が
あ
る
。

そ
の
作
戦
は
十
月
か
、
十
一
月
頃
だ
っ
た
が
、
バ
コ
ウ

と
い
う
所
か
ら
出
発
し
、
そ
の
後
、
部
隊
へ
帰
っ
た
。
そ

し
て
、
ま
た
前
線
へ
行
っ
た
。
そ
の
後
、
私
は
、
患
者
収

容
隊
か
ら
病
院
勤
務
と
な
っ
た
。
戦
闘
の
負
傷
者
を
送
方

（
病
院
等
）
送
る
か
ら
、
病
院
の
仕
事
が
忙
し
く
な
る
か

ら
で
あ
る
。

中
国
軍
（
蔣
介
石
軍
）
の
司
令
官
は
余
漢
謀
将
軍
で

あ
っ
た
。
我
が
師
団
の
司
令
部
の
あ
っ
た
白
雲
山
の
所
は

良
い
所
だ
っ
た
。
私
達
は
、
昭
和
十
八
年
九
月
頃
だ
っ
た

と
思
う
が
香
港
に
し
ば
ら
く
い
た
り
、
バ
イ
ヤ
ス
湾
（
日

本
軍
が
広
東
攻
略
の
時
上
陸
し
た
所
）
の
方
へ
船
で
行
っ

た
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
頃
に
な
る
と
、
だ
ん
だ
ん
と
空

襲
も
多
く
な
っ
た
。
広
東
市
内
に
お
い
て
は
既
に
、
昭
和

十
八
年
五
月
八
日
大
空
襲
が
あ
り
、
一
般
市
民
の
被
害
は

尽
大
で
あ
っ
た
と
聞
く
。

空
襲
の
被
害
は
だ
ん
だ
ん
と
大
に
な
り
、
軍
に
お
い
て

も
作
戦
時
に
は
戦
死
・
傷
者
が
多
く
な
る
。
我
々
の
鳳
兵

団
（
百
四
師
団
）
の
第
三
野
戦
病
院
は
中
山
大
学
で
解
散

し
、
半
分
は
第
四
野
戦
病
院
に
吸
収
さ
れ
て
い
る
。

我
々
は
第
六
十
五
師
団
（
専
部
隊
）
に
転
属
と
な
り
、

私
は
結
局
、
専
部
隊
の
野
戦
病
院
（
専
第
七
九
九
九
部
）

で
は
な
く
、
隊
付
と
な
り
、
結
局
、
第
六
十
五
師
団
輜し

重ちょう
隊
転
属
と
な
っ
た
。

部
隊
は
中
支
軍
で
あ
る
（
第
十
三
軍
）。
そ
の
た
め
広

州
市
市
街
の
黄
甫
港
か
ら
上
海
の
外
港
・
呉

港
に
上

陸
、
鉄
道
に
乗
っ
た
。
列
車
は
部
隊
所
在
の
駅
に
停
車
、

転
属
者
は
列
車
を
降
り
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
隊
へ
入
っ

た
。
私
は
最
終
ま
で
列
車
に
乗
り
、
中
支
の
北
部
か
徐
州

で
、
同
行
の
仲
間
五
人
で
下
車
し
た
。
私
は
列
車
移
動
の

間
、
栄
養
失
調
と
な
り
、
有
蓋
貨
車
で
の
移
動
、
転
属
で

し
た
。
結
局
、
転
属
者
は
最
後
ま
で
無
蓋
貨
車
で
し
た
の
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に
、
私
は
そ
う
で
な
か
っ
た
の
で
助
か
っ
た
わ
け
で
あ

る
。下

車
す
る
と
担
架
に
担
が
れ
、
自
動
車
に
乗
せ
ら
れ
、

部
隊
に
到
着
し
た
。
軍
医
さ
ん
は
、
そ
ん
な
者
は
「
寝
か

せ
て
お
け
ば
癒
る
」
と
言
っ
て
、
神
経
痛
の
注
射
を
打
っ

た
ら
、
何
だ
か
熱
が
下
が
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
ん
な
位
な

ら
作
戦
に
行
け
る
の
じ
ゃ
な
い
か
と
言
わ
れ
た
。
暫
く
し

て
、
そ
の
後
の
作
戦
に
は
参
加
し
た
。
山
東
省
作
戦
だ
っ

た
。
そ
ん
な
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

私
は
、
専
部
隊
の
輜
重
、
自
動
車
隊
所
属
の
衛
生
兵
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。
師
団
輜
重
隊
は
第
一
中
隊
が
挽
馬

隊
、
第
二
・
第
三
中
隊
が
自
動
車
部
隊
で
あ
っ
た
が
、
そ

れ
に
第
四
中
隊
が
で
き
た
。
南
京
の
手
前
あ
た
り
と
記
憶

す
る
が
こ
の
時
に
は
作
戦
は
多
か
っ
た
。

こ
の
間
、
本
科
兵
の
補
充
は
あ
っ
た
が
、
衛
生
兵
の
補

充
は
無
か
っ
た
。
昭
和
二
十
年
に
な
っ
て
、
朝
鮮
の
幹
部

候
補
生
四
十
六
人
が
配
属
に
な
っ
た
。
皆
、
学
校
出
の
者

ば
か
り
で
見
習
士
官
に
な
っ
た
。

第
二
次
温
州
作
戦
の
こ
と
を
話
す
。

温
州
は
中
支
、
浙
江
省
（
南
部
）
東
支
那
海
沿
岸
の
街

で
あ
る
。

昭
和
十
九
年
七
月
、
サ
イ
パ
ン
、
テ
ニ
ア
ン
島
（
日
本

の
委
任
統
治
地
）
等
が
玉
砕
し
て
東
条
内
閣
は
総
辞
職

し
、
次
は
、
台
湾
か
沖
縄
か
と
い
う
極
め
て
緊
迫
し
た
戦

況
に
な
っ
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
、
我
々
兵
隊
に

は
余
り
よ
く
知
ら
せ
な
か
っ
た
の
は
防
諜
上
か
ら
も
当
然

で
あ
っ
た
ろ
う
。

軍
は
、
そ
の
た
め
沖
縄
・
台
湾
の
対
岸
に
あ
る
中
国
の

温
州
を
攻
略
す
る
と
い
う
作
戦
が
行
わ
れ
た
。

先
程
申
し
た
よ
う
に
私
達
は
、
南
支
第
百
四
師
団

（
鳳
）
兵
団
で
あ
っ
た
の
が
、
南
支
軍
か
ら
中
支
軍
の
専

部
隊
（
第
六
十
五
師
団
）
の
野
戦
病
院
に
転
属
し
た
理
由

が
今
に
な
っ
て
判
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

そ
の
た
め
、
我
々
は
鳳
師
団
の
野
戦
病
院
か
ら
、
中
支

（
第
十
三
軍
）
の
野
戦
病
院
に
転
属
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
私
は
野
戦
病
院
で
な
く
、
一
般
部
隊
た
る
第

六
十
五
師
団
の
輜
重
兵
隊
に
転
属
を
命
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
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る
。
で
あ
る
か
ら
、
野
戦
病
院
の
衛
生
兵
か
ら
、
一
般
部

隊
の
衛
生
兵
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
我
々
の
仲
間
の
多
く

は
病
院
勤
務
で
あ
る
の
に
、
何
か
変
な
気
持
ち
に
な
っ
た

が
、
軍
隊
は
、
そ
の
命
令
に
従
っ
て
勤
め
な
く
て
は
な
ら

な
い
。

我
々
の
部
隊
は
浙

線
の
浙
江
省
中
部
、
杭
州
南
方
の

金
華
と
い
う
所
に
行
っ
た
。
広
東
市
か
ら
見
れ
ば
田
舎
み

た
い
な
所
で
す
が
、
美
し
い
河
が
流
れ
て
い
て
立
派
な
街

で
す
。
そ
こ
に
独
逸
人
技
師
が
作
っ
た
と
い
う
立
派
な
橋

が
架
っ
て
い
た
。

こ
の
作
戦
を
含
め
て
も
、
随
分
長
距
離
を
歩
い
た
も
の

で
す
。
南
支
那
か
ら
中
支
東
部
で
す
か
ら
、
し
か
も
、
戦

争
を
し
な
が
ら
、
武
器
弾
薬
を
担
い
で
歩
く
。
先
程
も
お

話
し
た
が
、
ど
の
位
歩
い
た
か
と
言
わ
れ
て
も
、
そ
の
数

字
が
出
な
い
程
で
す
。

私
は
静
岡
か
ら
南
支
へ
行
き
、
馴
れ
た
広
東
か
ら
北
へ

行
っ
た
が
、
中
支
も
な
か
な
か
良
い
所
で
し
た
。
し
か

し
、
南
支
は
一
年
中
、
木
の
葉
は
緑
だ
っ
た
が
、
北
の
方

へ
行
く
に
従
い
禿
山
が
多
く
あ
り
、
特
に
冬
に
な
れ
ば

黄
・
褐
色
に
な
る
し
、
禿
山
も
多
い
。
広
西
へ
行
く
と
岩

山
で
あ
る
。

終
戦
時
、
第
四
中
隊
は
船
に
乗
っ
て
い
た
が
、
気
候
が

悪
く
、
敵
機
が
来
る
。
兵
隊
は
下
痢
を
す
る
。
そ
の
上
状

況
も
悪
い
（
敵
襲
や
住
民
の
不
協
力
）。
私
の
駐
屯
地
は

塩
が
な
く
、
そ
の
取
り
方
（
製
造
法
）
が
我
々
と
違
っ
て

い
た
。
カ
マ
ス
（
叺
）
の
中
に
海
水
を
入
れ
、
塩
を
滲
み

こ
ま
せ
て
叺
を
は
た
い
て
塩
を
取
り
出
す
。
こ
ん
な
方
法

も
あ
る
の
か
と
感
心
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
部
に
い
る
と
衛
生
兵
は
大
切
に
さ
れ
る
が
、
各
中
隊

毎
の
作
戦
・
討
伐
に
は
参
加
さ
せ
ら
れ
る
。
駐
屯
中
は
雑

務
を
や
ら
せ
ら
れ
る
。
ま
た
、
中
隊
長
や
中
隊
指
揮
班
と

一
緒
に
い
た
り
す
る
。

空
襲
の
話
を
少
し
す
る
。
空
襲
の
時
、
先
に
偵
察
機
が

来
て
、
我
々
が
岩
か
げ
に
隠
れ
て
い
る
と
、
今
度
は
戦
闘

機
の
Ｐ
51
が
来
て
銃
撃
を
し
て
く
る
。
だ
が
軽
爆
撃
機
の

双
発
Ｂ
25
は
余
り
来
な
か
っ
た
が
、
日
本
の
高
射
砲
の
弾

が
届
か
ず
、
花
火
み
た
い
に
、
敵
機
の
下
で
破
裂
し
、
機
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体
ま
で
届
か
な
い
。
戦
況
を
見
て
い
る
我
々
は
歯
を
喰
い

し
ば
っ
て
残
念
が
っ
た
こ
と
も
多
か
っ
た
。
空
襲
で
は
軍

馬
も
随
分
や
ら
れ
た
。
我
々
輜
重
隊
も
、
馬
は
一
個
中
隊

だ
が
、
山
岳
戦
で
は
自
動
車
は
使
え
な
い
。
従
っ
て
馬
は

重
要
な
る
馬
器
馬
匹
で
あ
っ
た
。

浙
江
省
、
杭
州
南
方
の
金
華
で
初
年
兵
が
補
充
に
な
っ

た
が
、
補
充
部
隊
は
兵
器
を
持
っ
て
い
な
い
。
帯
革
は
本

革
で
な
く
、
ベ
ル
ト
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
り
し
た
。

ま
た
、
帯
剣
の
鞘
も
金
属
で
な
く
竹
で
あ
っ
た
り
し
た
。

そ
れ
を
見
て
「
内
地
も
物
資
が
無
い
な
あ

」
と
い
う
こ

と
が
判
っ
た
。

患
者
は
皆
野
戦
病
院
に
行
っ
た
が
、
我
々
は
病
院
で
原

子
爆
弾
（
広
島
）
の
こ
と
を
聞
い
た
が
、
初
め
は
特
殊
爆

弾
と
い
う
名
で
発
表
に
な
っ
た
。
ソ
連
の
参
戦
を
聞
い

て
、
こ
れ
は
エ
ラ
イ
こ
と
に
な
っ
た
な
あ
と
話
を
し
て
い

た
。
街
の
紙
幣
の
値
段
（
軍
票
の
儲
備
券
）
も
下
が
っ
て

き
た
。
中
国
人
は
経
済
に
は
敏
感
だ
か
ら
、
日
本
の
旗
色

が
悪
く
な
っ
た
の
を
見
て
、
日
本
軍
の
貨
幣
の
価
値
が
下

が
る
の
を
目
の
当
た
り
に
見
た
の
で
あ
る
。
物
を
買
う
の

に
、
例
え
ば
一
円
と
す
る
と
、
十
日
前
に
は
十
個
の
物
が

買
え
た
が
、
五
日
前
、
今
日
と
な
る
と
、
五
個
に
な
り
、

三
個
し
か
買
え
な
く
な
る
。
し
か
し
、
月
日
が
経
つ
と
、

三
個
が
五
個
買
え
る
と
、
日
に
よ
っ
て
価
値
が
上
下
す
る

こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
ん
な
体
験
を
し
な
が
ら
、
自
主
抑
留

の
生
活
を
し
て
い
た
。

ま
た
、
人
間
の
性
格
も
同
じ
よ
う
に
、
月
日
が
経
過
す

る
と
変
わ
る
こ
と
も
知
っ
た
。
敗
戦
と
い
う
体
験
を
、
日

本
内
地
で
は
な
く
中
国
の
戦
地
に
お
い
て
味
わ
っ
た
の
だ

が
、
戦
争
が
人
間
を
変
え
る
。
高
等
教
育
を
受
け
た
筈
の

軍
医
が
、
感
情
に
よ
っ
て
部
下
を
叩
く
こ
と
も
見
た
。
あ

る
い
は
軍
紀
（
軍
の
規
律
）
を
守
る
た
め
に
行
う
こ
と
も

あ
っ
た
と
思
う
が
、
感
情
で
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
し
た
人

も
あ
っ
た
ろ
う
。

私
は
特
に
戦
地
で
衛
生
兵
と
い
う
立
場
で
勤
務
を
し
た

か
ら
、
医
薬
品
な
ど
も
、
住
民
の
宣
撫
に
役
立
っ
た
り
、

戦
友
を
助
け
た
り
、
古
兵
が
頭
を
下
げ
た
り
、
特
殊
な
存

在
で
あ
っ
た
こ
と
も
事
実
で
し
ょ
う
。

298



 

V
02D

00 L
:H
E
G
U
1422 299 88/11/15/17:19:27 H

E
G
U
1422 bun p293-338

私
は
前
に
話
し
た
よ
う
に
、
南
支
の
野
戦
病
院
か
ら
他

部
隊
に
転
属
に
な
り
、
野
戦
病
院
か
ら
一
般
部
隊
（
輜
重

隊
）
の
隊
付
き
に
な
っ
た
り
し
、
他
の
人
に
は
で
き
な

か
っ
た
体
験
を
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
作
戦
や
戦
闘

が
ど
の
よ
う
に
し
て
展
開
し
た
の
か
は
判
ら
な
か
っ
た
。

戦
争
が
終
わ
っ
て
五
十
余
年
の
今
日
、
第
六
十
五
師
団

野
戦
病
院
戦
友
会
の
「
戦
友
会
報
」
を
送
っ
て
も
ら
い
、

そ
の
中
に
、
第
二
次
温
州
作
戦
に
つ
い
て
、
岩
田
氏
が
書

い
た
文
を
見
て
、
私
の
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
、
そ
の
一
部
を
借
り
て
申
し
述
べ
ま
す
。

第
六
十
五
師
団
野
戦
病
院
の
二
半
部
は
、
第
二
次
温
州

作
戦
に
出
動
、
杭
州
で
は
独
立
混
成
第
八
十
六
旅
団
野
戦

病
院
と
し
て
再
編
さ
れ
温
州
に
移
駐
、
温
州
野
戦
病
院
と

し
て
再
編
さ
れ
温
州
に
移
駐
、
温
州
野
戦
病
院
を
開
設
し

た
。
と
書
か
れ
て
い
る
。

我
々
の
目
的
地
温
州
は
沖
縄
の
対
岸
に
あ
り
、
い
つ
、

米
軍
が
上
陸
し
て
く
る
か
も
知
れ
な
い
要
衝
で
あ
る
。
こ

の
温
州
に
先
制
攻
撃
を
か
け
我
が
軍
の
飛
行
場
を
建
設
す

る
と
い
う
の
が
、
第
二
次
温
州
作
戦
で
あ
っ
た
。

我
々
、
第
六
十
五
師
団
（
専
部
隊
）
の
二
半
部
は
貴
志

軍
医
大
尉
を
長
と
し
て
七
月
十
日
徐
州
を
出
発
し
、
七
月

二
十
五
日
浙
江
省
杭
州
に
到
着
し
た
。

私
た
ち
兵
隊
に
は
何
も
知
ら
さ
れ
ず
、
非
常
呼
集
で
叩

き
起
こ
さ
れ
、
夜
行
軍
で
、
あ
る
駅
か
ら
貨
車
に
乗
せ
ら

れ
て
、
南
京
郊
外
か
ら
温
州
作
戦
に
参
加
さ
せ
ら
れ
た
の

で
あ
る
。
後
日
独
立
混
成
第
八
十
六
旅
団
型
岡
部
隊
の
野

戦
病
院
と
し
て
再
編
さ
れ
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
。

友
軍
部
隊
は
内
陸
部
を
大
き
く
迂
回
し
浙
江
省
金
華
に

入
っ
た
模
様
で
あ
る
。

温
州
に
向
か
う
我
々
の
行
く
先
に
は
地
雷
が
埋
没
さ
れ

て
い
た
。
尖
兵
隊
は
電
波
探
知
機
を
使
っ
て
埋
没
位
置
を

捜
し
、
地
面
に
大
き
く
丸
を
描
い
て
、
後
続
の
部
隊
に
知

ら
せ
な
が
ら
更
に
進
む
。

時
々
、
山
あ
い
か
ら
重
機
関
銃
の
攻
撃
を
受
け
た
り
、

迫
撃
砲
の
砲
撃
を
受
け
た
。
山
岳
地
帯
の
道
は
い
よ
い
よ

狭
く
、
険
し
く
患
者
の
護
送
は
困
難
を
極
め
た
。

連
日
の
猛
暑
は
岩
を
も
溶
か
す
か
と
も
思
わ
れ
た
程
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だ
っ
た
。
兵
隊
の
顔
は
、
も
う
汗
も
出
ず
、
塩
が
噴
き
、

ザ
ラ
ザ
ラ
の
顔
ば
か
り
だ
。
眼
ば
か
り
が
異
様
に
光
っ
て

い
る
。
暑
さ
を
避
け
、
日
中
は
谷
間
の
山
中
に
休
む
。
谷

間
の
安
全
な
場
所
で
小
休
止
だ
。

以
上
、
作
戦
行
軍
の
状
況
を
よ
く
描
写
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
岩
田
氏
は
負
傷
し
て
い
る
。

私
は
、
そ
の
頃
は
、
野
戦
病
院
の
衛
生
兵
で
な
く
、
第

六
十
五
師
団
（
専
部
隊
）
輜
重
隊
の
隊
付
衛
生
兵
で
あ
っ

た
か
ら
、
野
戦
で
の
様
子
は
ま
さ
に
「
そ
の
通
り
」
で

あ
っ
た
。

下
士
候
で
頑
張
る

南
支
独
立
大
隊

福
岡
県

八

山

千
萬
多

父
は
明
治
三
十
七
（
一
九
〇
四
）、
八
年
の
戦
役
、
日

露
戦
争
で
、
功
七
級
金
鵄
勲
章
を
賜
り
、
そ
の
時
の
隊
長

の
名
、
片
倉
千
萬
喜
の
名
を
受
け
て
、
私
に
「
千
萬
多
」

と
名
付
け
ら
れ
た
と
い
う
。
兄
弟
は
男
の
み
九
人
で
、
そ

の
七
男
だ
っ
た
の
で
、
父
は
「
お
前
達
は
軍
隊
へ
行
け
」

と
言
っ
て
い
た
。
親
と
し
て
は
、
男
の
児
を
沢
山
持
っ
た

の
で
「
国
の
為
に
軍
人
に
な
れ
」
と
言
っ
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
。

生
家
は
代
々
農
業
で
、
農
地
が
多
く
な
け
れ
ば
生
計
が

立
て
ら
れ
ぬ
の
で
、
農
地
を
開
拓
し
た
。
当
時
福
岡
に
は

「
土
地
利
用
」
の
た
め
の
補
助
金
が
あ
り
、
そ
れ
を
受
け

て
現
在
で
は
、
組
合
員
二
十
人
で
約
二
〇
町
歩
を
経
営
し

て
い
る
。
そ
の
う
ち
県
と
町
か
ら
二
分
の
一
、
自
己
資
本

二
分
の
一
で
、
大
農
経
営
と
な
っ
て
い
る
。
組
合
は
、
昭

和
二
十
五
（
一
九
五
〇
）
年
に
始
め
た
が
、
そ
の
前
は
個

人
経
営
だ
っ
た
の
で
、
一
家
は
皆
働
い
た
。

私
は
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
十
一
月
一
日
生
ま
れ

な
の
で
、
昭
和
十
八
年
四
月
十
日
、
小
倉
の
西
部
第
四
十

六
部
隊
に
入
営
し
、
約
二
カ
月
教
育
を
受
け
、
南
支
派
遣

軍
の
要
員
と
し
て
外
地
に
出
発
、
昭
和
十
八
年
六
月
、
広
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